
　日本には石油や天然ガス、石炭
などのエネルギー資源が少なく、
今、私たちが使うエネルギーの
90％以上を海外から輸入している
状況の中で、メタンハイドレート
は、日本の近海に大規模な量が存
在すると推定されており、新しい
エネルギー資源として注目されて
います。
　また、燃やした時に、地球温暖
化の原因となる二酸化炭素や大気
汚染物質である窒素酸化物などの排出量が石油や石炭よりも少ない
天然ガスは世界的にも需要が伸びています。 
　メタンハイドレートの開発は研究段階で、私たちの生活で利用さ
れるようになるまで、まだ時間が必要ですが、国産の次世代エネル
ギー資源として、その開発を着実に進めていくことが重要です。

メタンハイドレートとは
　メタンハイドレートは、低温・高圧
の状態で結晶化した水分子のかごの中
にメタン分子が入り込んだもので、一
見すると、色が白く、触ると冷たい、
氷のような物質です。
　中に入り込んでいるメタンは、発電
や都市ガスに使われる天然ガスの主成
分で、燃える性質を持っており、1ｍ3

のメタンハイドレートから、160 ～
170ｍ3 ものメタンガスが発生します。
　氷のように見えるメタンハイドレー
トに火を近づけると、発生したメタン
ガスが勢いよく燃えることから、メタ
ンハイドレートは「燃える氷」と呼ば
れることがあります。

出典：メタンハイドレート
　　　資源開発研究コンソーシアム

燃える氷
メタンハイドレート

知っていますか？
って

石炭 100

二酸化炭素（CO2)

石油 80

天然ガス
60

石炭 100

窒素酸化物（NOX)

石油 70

天然ガス
40

石炭 100

硫黄酸化物（SOX)

（日本のエネルギー2017
（経済産業省）をもとに作成）

出典：エネルギー白書2013
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（緑丸：メタン分子、青丸：水分子）
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海洋エネルギー資源開発促進日本海連合
日本海や沿岸地域のポテンシャルを活かし、表層型メタンハイドレートなどの海洋エネルギー資源の開発を促進するた
めに発足し、日本海沿岸の府県が連携して情報収集や国への提案等を行っています。
■ 設　　立 平成 24 年 9 月 8 日  
■ 構成府県 青森県、秋田県、山形県、新潟県、富山県、石川県、福井県、京都府、兵庫県、鳥取県、島根県、山口県
■ ホームページ http://www.nihonkairengou.jp/
■ 事 務 局 〒950-8570 新潟県新潟市中央区新光町４番地１ 新潟県産業労働観光部産業振興課
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表層型メタンハイドレート
〈海底に露出するメタンハイドレートの例〉

砂層型メタンハイドレート
〈メタンハイドレートを含む地層サンプル〉

表層型メタンハイドレートの調査海域
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メタンハイドレートの２つのタイプ
　経済産業省によって行われた調査では、日本海側には海底の表面や真下に「表層型」と呼
ばれる塊状態のメタンハイドレートが、太平洋側には海底下の地層の中に砂と混じりあった

「砂層型」と呼ばれるメタンハイドレートが存在していることが分かっています。

表層型
主として日本海側

砂層型
主として太平洋側

調査海域
（概念的なイメージ）

〈日本海側のメタンハイドレートの開発状況〉

　経済産業省が資源量把握のための調査を実施
し、その結果、表層型メタンハイドレートの分
布が見込まれる構造（ガスチムニー構造）が
1,742 箇所存在することが確認されました。ま
た、そのうちの１箇所（上越沖）のガスチムニー
構造での推定資源量は、国内の天然ガス消費量
の２日分にあたる約６億ｍ3（メタンガス換算値）
と試算されました。
　現在、経済産業省において、表層型メタンハ
イドレートの回収技術の調査研究が進められて
います。

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
平成30年2月


